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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
お
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

区
で
は
、
一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
高
齢
者
一
人
ひ
と
り
が
活
躍
し
、
生
き

が
い
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
実
現
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
果
た
す
役
割
は
益
々
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
が
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
知
識
や
経
験
、
技
術
を
活
か
し
、
活
力
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
に
貢

献
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
に
、
大
変
嬉
し
く
、
ま
た
心
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の
た
め
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
関
連
業
務
で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
会
員
の
皆
様
に
も
ご
活
躍
頂
き
ま
し
た
。
皆
様
の
親
切
・
丁
寧
な
対
応
は
区
民
か
ら
も
感
謝
さ
れ
て

い
る
と
き
い
て
お
り
ま
す
。

　

区
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
高
齢
者
の
皆
様
が
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
に
貢
献
す

る
と
と
も
に
い
つ
ま
で
も
健
や
か
に
、
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。　

　

結
び
に
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
益
々
の
ご
発
展
と
、会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
お
健
や
か
に
令
和
四
年
の
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
の
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
シ
ル
バ
ー
事
業
へ
の
影
響
は
、
事
業
実
績
等
は
持
ち
直
し
の
動

き
は
見
ら
れ
る
も
の
の
依
然
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
会
員
の
皆
様
や
関
係
各
位
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
運
営
に
ご
理

解
と
ご
配
慮
を
い
た
だ
き
、
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
人
生
百
年
時
代
を
迎
え
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
は
、
元
気
で
働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
の
活

躍
の
場
と
し
て
の
期
待
が
、
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
期
待
に
応
え
る
た
め
に
、
当
セ
ン
タ
ー
は
、
設
立
以
来
、
高
齢
者
の
就
業
の
受
け
皿
と
し
て
、「
生
き

が
い
づ
く
り
」
と
「
生
活
の
充
実
」
に
寄
与
し
、
地
域
社
会
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
に
あ
っ
て
も
、
私
は
、
今
後
も
会
員
の
皆
様
や
関
係
各
位
と
一
層
連
携
を
図
り
、
こ
う
し
た

状
況
の
変
化
に
的
確
に
対
応
し
な
が
ら
、
皆
様
が
、
い
き
い
き
と
活
躍
で
き
る
セ
ン
タ
ー
運
営
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
、
こ
の
一
年
が
素
晴
ら
し
い
年
と
な
る
よ
う
祈
念
申

し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

名
誉
会
長

台
東
区
長

会　
　

長
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題
字
「
福
寿
」
に
つ
い
て

　

こ
の
題
字
は
、
当
セ
ン
タ
ー
会
員
の
稲
生
美
佐
子
さ
ん
に

揮
毫
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
福
寿
は
、
幸
福
で
長
命
で
あ

る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
と
っ
て
、
新
し
い
年
が
希
望
に
満
ち
あ
ふ

れ
た
明
る
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

本
号
を
お
送
り
し
た
封
筒
の
宛
名
は
、
毎
月
の
毛
筆
筆
耕

講
習
会
で
勉
強
さ
れ
て
い
る
会
員
の
皆
様
に
書
い
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

（
総
務
・
広
報
委
員
会
）

令
和
三
年
度
上
半
期
の
運
営
状
況
報
告  

　

令
和
三
年
度
上
半
期
の
事
業
運
営
に
つ
い
て
は
、
会
員
数
は
前
年

度
よ
り
減
に
な
り
ま
し
た
が
、
受
託
契
約
金
額
等
は
前
年
度
よ
り
増

に
な
り
、
持
ち
直
し
の
動
き
が
み
ら
れ
ま
し
た
。。

　

令
和
三
年
度
上
半
期
の
主
な
事
業
実
績
は
次
表
の
と
お
り
で
す
。

請負・委託事業

項　目 3 年 9 月 ２年 9 月 差　引

正会員数 898 人 915 人 17 人減

就業延実人員 5,023 人 4,098 人 925 人増

受託契約件数 1,315 件 1,165 件 150 件増

受託契約金額 164,942 千円 147,609 千円 17,333 千円増 

配分金額 158,991 千円 141,688 千円 17,303 千円増 

労働者派遣事業

項　目 3 年 9 月 2 年 9 月 差　引

就業延実人員 119 人 112 人 7 人増

契約金額 8,115 千円 7,681 千円 434 千円増

令和 3 年度 正味財産増減計算書　令和 3 年 9 月末現在

科　　目 公益目的事業会計 法人会計 合　　計
経常収益 206,435,666 円 5,144,809 円 211,580,475 円
受託事業収益 164,158,283 円 420,080 円 164,578,363 円
独自事業収益 362,039 円 1,961 円 364,000 円
労働者派遣事業等受託収益 608,386 円 0 円 608,386 円
受取会費 634,500 円 211,500 円 846,000 円
受取補助金等 40,598,000 円 4,511,000 円 45,109,000 円
受取負担金 72,000 円 0 円 72,000 円
特定資産運用益 181 円 15 円 196 円
雑収益 2,277 円 253 円 2,530 円
経常費用 197,314,113 円 4,473,141 円 201,787,254 円
事業費 197,314,113 円 0 円 197,314,113 円
管理費 0 円 4,473,141 円 4,473,141 円
当期経常増減額 9,121,553 円 671,668 円 9,793,221 円
経常外収益 0 円 0 円 0 円
経常外費用 0 円 0 円 0 円
当期経常外増減額 0 円 0 円 0 円
当期一般正味財産増減額 9,121,553 円 671,668 円 9,793,221 円
一般正味財産期首残高 48,986,768 円 3,253,825 円 52,240,593 円
一般正味財産期末残高 58,108,321 円 3,925,493 円 62,033,814 円
正味財産期末残高 58,108,321 円 3,925,493 円 62,033,814 円

　
　
理
事
会
だ
よ
り  

 

第
七
回
理
事
会
（
令
和
三
年
十
月
二
十
六
日
開
催
）

・
審
議
事
項

①
新
規
入
会
に
つ
い
て

・
報
告
事
項

①
定
款
第
二
十
四
条
第
五
項
に
よ
る
職
務
の
執
行
状
況
つ
い
て

・
令
和
三
年
度
上
半
期
運
営
状
況

・
令
和
三
年
度
上
半
期
事
業
実
績

・
予
算
実
績
比
較

・
令
和
三
年
度
九
月
分
事
業
実
施
状
況

・
そ
の
他

①
自
転
車
安
全
利
用
講
習
会

第
八
回
理
事
会
（
令
和
三
年
十
一
月
二
十
四
日
開
催
）

・
審
議
事
項

①
新
規
入
会
に
つ
い
て

・
報
告
事
項

①
令
和
三
年
十
月
分
事
業
実
施
状
況
に
つ
い
て

②
普
及
啓
発
・
セ
ン
タ
ー
P
R
広
告
の
実
施
に
つ
い
て

③
安
全
標
語
応
募
状
況
に
つ
い
て

④
十
二
月
理
事
会
に
つ
い
て

・
そ
の
他

①
交
通
安
全
講
習
会
の
開
催
に
つ
い
て

　
　
委
員
会
だ
よ
り  

第
三
回
総
務
・
広
報
委
員
会
（
令
和
三
年
十
一
月
二
十
四
日
開
催
）

・
議　

題

①
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
新
年
号
に
つ
い
て

名
誉
会
長

台
東
区
長　

服　

部　

征　

夫

会　
　

長　
　

生　

沼　

正　

篤

副 

会 
長　
　

金　

子　

時　

男

常
務
理
事

事
務
局
長　

秋　

山　

真　

理

理　
　

事　
　

佐　

橋　

勝　

枝

理　
　

事　
　

佐　

藤　

幸　

廣

理　
　

事　
　

菊　

地　

真
佐
子

理　
　

事　
　

高　

木　
　
　

勝

理　
　

事　
　

佐　

藤　

俊　

一

理　
　

事　
　

澤　

口　

康　

子

監　
　

事　
　

浅　

野　

勝　

美

監　
　

事　
　

福　

田　

健　

一

相 

談 

役　
　

石　

森　
　
　

弘
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安
全
就
業
に
つ
い
て

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
安
全
就
業
に
努
め
て
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

九
月
に
、
都
内
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
就
業
中
に

会
員
さ
ん
の
死
亡
事
故
が
発
生
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

事
故
の
概
要(

就
業
中)

　

七
十
三
歳　

男
性

　

遊
水
地
グ
ラ
ン
ド
で
草
刈
を
開
始
し
た
。
自
走
式
仮
払
機

を
使
用
し
、
傾
斜
面
二
十
度
の
斜
面
で
作
業
し
て
い
た
と
こ

ろ
姿
が
見
え
な
く
な
り
、
斜
面
下
の
グ
ラ
ン
ド
で
自
走
式
仮

払
機
の
下
敷
き
に
な
っ
て
い
た
の
を
作
業
し
て
い
た
仲
間
が

発
見
し
た
。

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
作
業
前
に
安
全
用
具

着
用
の
確
認
や
KY
（
危
険
予
知
）
を
行
う
等
く
れ
ぐ
れ
も
安

全
就
業
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　

事
務
局
も
、
受
注
時
や
安
全
巡
回
指
導
時
に
、
安
全
に
作

業
で
き
る
環
境
か
引
き
続
き
確
認
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
就
業
途
上
の
安
全
も
同
様
で
す
。
と
り
わ
け
自
転

車
利
用
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
等
で
思
わ
ぬ
事
故
に
繋

が
り
ま
す
。
通
い
慣
れ
た
道
で
あ
っ
て
も
、
危
険
は
身
近
な

と
こ
ろ
に
潜
ん
で
い
ま
す
。
是
非
ご
注
意
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
安
全
は
す
べ
て
に
優
先
す
る
」
を
基

本
に
安
全
就
業
対
策
を
重
要
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
、
安
全

管
理
委
員
会
を
中
心
に
必
要
な
安
全
対
策
を
講
じ
て
参
り
ま

し
た
。
今
後
と
も
、
安
全
管
理
委
員
会
で
は
効
果
的
な
安
全

対
策
を
検
討
し
て
参
り
ま
す
の
で
、　

会
員
の
皆
様
に
は
、
引

き
続
き
就
業
途
上
も
含
め
た
安
全
就
業
に
努
め
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
安
全
巡
回
指
導
　
実
施
中
で
す

　

安
全
管
理
委
員
会
で
は
、
会
員
の
皆
様
に
安
全
に
就
業
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
上
半
期
に
引
き
続
き
安
全
巡
回
指
導
を

毎
月
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

訪
問
先
で
は
、
就
業
状
況
や
健
康
診
断
の
受
診
、
緊
急
時

連
絡
先
の
掲
示
、
救
急
用
品
の
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
ほ
か
、
自

宅
か
ら
就
業
先
へ
の
経
路
途
上
に
お
け
る
自
転
車
利
用
の
注

意
喚
起
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、発
注
者
様
に
も
お
話
し
を
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。「
シ

ル
バ
ー
の
皆
さ
ん
に
は
良
く
仕
事
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り

本
当
に
助
か
り
ま
す
。」
と
の
声
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
皆
様
方
の
就
業
先
に
お
邪
魔
し
た
と
き
は
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

回

実
施
日

訪
問
先

七

十
月
十
四
日

浅
草
橋
区
民
館

（
株
）エ
ポ
ッ
ク
社

八

十
一
月
八
日

小
島
デ
ザ
イ
ナ
ー
ズ
ビ
レ
ッ
ジ

南
部
区
民
事
務
所

　
転
倒
予
防
教
室
を
開
催
し
ま
し
た

　
令
和
三
年
十
一
月
十
一
日
（
木
）
小
島
社
会
教
育
館
で
、（
株
）

余
暇
問
題
研
究
所
の
上
野
　
幸
氏
を
講
師
に
招
き
転
倒
予
防
教

室
を
開
催
し
ま
し
た
。

十
七
名
の
会
員
さ
ん
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
転
倒
は
、
段
差
等
現
場
の
危
険
な
状
況
の
外
部
要
因
と
身
体

機
能
の
低
下
等
内
部
要
因
が
あ
る
と
い
う
お
話
を
伺
い
、
転
倒

予
防
の
た
め
の
体
操
を
し
ま
し
た
。
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2022 年（令和 4年）寅
とら
年です。

年男・年女の皆さんに「今年の抱負」をお聞きしました。

昭和１３年　山内　静子
①今、一番欲しいもの

　　別にありません

②２０２２年、どんな年にしたいですか？

　　世界中の人が苦しんでいるコロナが早くおさまってほしいと思っています。

昭和２５年　間部　啓子
①今、一番欲しいもの

　　「感動」　年々動作もゆっくり、単調になりつつある毎日に、大きな感動で心を躍らせたい。
②２０２２年、どんな年にしたいですか？

　　筋トレに励み、体力をつけ、時間を大切にして、自分なりの発見や体験で昨年の自分より、
　　何か進歩していたい。

昭和１３年　柄沢　勝利
①今、一番欲しいもの

　　特にありません

②２０２２年、どんな年にしたいですか？

　　マスクを取って外を歩きたいです。それがいちばんの願いです。早くコロナがおさまる

　　ように、願っています。

昭和２５年　秋山　進
①今、一番欲しいもの

　　家族・友人・本人の穏やかな日常生活、並びに身体・心の両面で、これまでどおりの健
　　康が一番欲しいものです。
②２０２２年、どんな年にしたいですか？

　　変化の激しい社会状況ですが、これまで以上に興味を持ち、より深い知識を得ることに
　　努力する年としたい。また、ウイズコロナに適応することも併せて努めたい。

昭和１３年　大西　正義
①今、一番欲しいもの

　　今を大切に健康第一！

②２０２２年、どんな年にしたいですか？

　　元気な内に旅行に行きたいです。
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友
愛
ス
マ
ホ
講
習
会
の

　
　
　
　
　
講
師
を
務
め
ま
し
た

　

十
月
二
十
九
日
（
金
）、
浅
草
文
化
観
光
セ
ン
タ
ー
で
、
友

愛
訪
問
員
さ
ん
を
対
象
に
ス
マ
ホ
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
仕
事
に
会
員
が
講
師
と
し
て
従
事
し
ま
し
た
。

　

講
師
を
引
受
け
ら
れ
た
会
員
さ
ん
は
、
講
習
会
に
使
用
す

る
テ
キ
ス
ト
も
作
成
し
、
講
習
会
に
臨
み
ま
し
た
。

　

二
十
一
名
の
友
愛
訪
問
員
さ
ん
が
、
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
ス

マ
ホ
を
活
用
す
る
こ
と
で
高
齢
者
の
見
守
り
の
お
役
に
立
て

れ
ば
幸
い
で
す
。

　「
月
刊
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」
に

　
　
　
当
セ
ン
タ
ー
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た

　

十
二
月
号
に
折
り
紙
塾
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
十
九
年
か
ら
、
会
員
交
流
の
場
と
し
て
、
ま
た
、
ゆ
く

ゆ
く
は
施
設
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
と
、

始
ま
り
ま
し
た
。

　

会
員
で
講
師
の
宮
澤
満
里
子
さ
ん
と
田
口
ト
ミ
子
さ
ん
の

分
か
り
や
す
い
指
導
に
、
十
年
以
上
参
加
し
て
い
る
会
員
も

多
い
状
況
で
す
。

　

手
先
や
頭
を
使
う
の
で
、
認
知
症
予
防
に
も
な
る
と
好
評

で
す
。

　
配
分
金
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

　

令
和
三
年
中
に
お
支
払
い
し
た
配
分
金
の
支
払
証
明
書
は
、

２
月
中
旬
に
事
務
局
よ
り
発
送
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
配
分
金
支
払
証
明
書
は
、
受
け
取
っ
た
配
分
金
の
額

が
課
税
対
象
と
な
る
方
。
ま
た
、
配
分
金
以
外
に
も
収
入
の

あ
る
方
で
、
収
入
の
合
計
が
課
税
対
象
と
な
る
場
合
は
、
税

務
署
に
確
定
申
告
す
る
際
に
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ご
自
分
の
令
和
三
年
中
の
所
得
を
確
認
の
う
え
、
所
得
税

が
課
税
さ
れ
る
方
は
、
所
轄
の
税
務
署
に
確
定
申
告
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

確
定
申
告
に
つ
い
て
ご
不
明
な
点
は
、
最
寄
り
の
税
務
署

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
交
通
安
全
講
習
会
の
お
知
ら
せ

　

令
和
二
年
に
都
内
で
発
生
し
た
交
通
事
故
の
件
数
及
び
負

傷
者
数
は
、
い
ず
れ
も
前
年
を
下
回
り
ま
し
た
が
、
交
通
事

故
で
亡
く
な
る
方
は
、
前
年
を
上
回
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
交
通
事
故
に
あ
わ
な
い
た
め
、
起
こ
さ
な
い
た
め
に
、

気
を
付
け
る
こ
と
、
す
ぐ
で
き
る
対
策
に
つ
い
て
お
話
を
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

日
時　

二
月
一
日
（
火
）　

午
後
二
時
～

　

場
所　

小
島
社
会
教
育
館　

二
階　

ホ
ー
ル

　

講
師　

蔵
前
警
察
署　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
内　

睦
子　

警
部
補

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

電
話
で
申
込
み　
　
　

〇
三
（
三
八
六
四
）
三
三
三
八

　

先
着　
　

二
十
名
様
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事
務
局
よ
り

　

新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
緊
急
事
態
宣
言

の
発
令
が
継
続
す
る
中
、
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

セ
ン
タ
ー
事
業
に
ご
理
解
と
ご
協
力
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

本
年
も
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
も
、
会
員
の
皆
様
の

健
康
と
安
全
を
第
一
に
、
一

層
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目

指
し
、
事
務
局
一
同
誠
心
誠

意
努
め
る
覚
悟
で
ご
ざ
い

ま
す
。 ～

未
就
業
会
員
の
方
へ
～

二
月
に
、区
か
ら
依
頼
の
配
付
の
お
仕
事
が
あ
り
ま
す
。

ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

受
付
方
法
は
左
記
の
と
お
り
。

〇
受
付
期
間

　

令
和
四
年
一
月
十
一
日
（
火
）
か
ら

　

令
和
四
年
一
月
十
四
日
（
金
）
ま
で

〇
受
付
時
間

　

午
前
九
時
～
午
後
五
時

　

事
務
局
電
話

　

〇
三
―
三
八
六
四
―
三
三
三
八

浅草寺

寅年です〝堂々〟

待乳山聖天

上野牡丹園

投稿写真会員からの投稿作品です。
写真撮影　金子文夫さん　藤川　實さん　石森相談役
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